
若
菜
会
の
集
い
が
六
月
二
十
八

日
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

若
菜
会
は
、
昭
和
二
十
九
年
卒

の
女
子
一
期
生
か
ら
昭
和
四
十
五

年
卒
ま
で
の
女
子
の
会
で
す
。
当

時
少
な
か
っ
た
女
子
の
親
睦
団
体

と
し
て
発
足
し
た
も
の
で
す
が
、

女
子
生
徒
が
多
く
な
っ
て
き
て
か

ら
は
発
展
的
に
解
消
し
て
お
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
女
子
の
同
窓
会

と
し
て
、
一
期
生
か
ら
順
に
幹
事

と
な
り
、
二
年
お
き
く
ら
い
に
、

若
菜
会
の
集
い
が
開
催
さ
れ
て
お

り
ま
し

た
が
、

今
回
は

前
回
か

ら
七
年

ぶ
り
に

行
わ
れ

た
も
の

で
す
。

県
内

在
住
の

百
八
十

名
に
案

内
を
出

し
た
と

こ
ろ
、
三
十
二
名
の
参
加
を
得
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
病
気
や
介
護

ま
た
先
約
の
行
事
な
ど
で
、
参
加

で
き
な
い
方
も
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
参
加
さ
れ
た
方
々
の
中
に
は
、

一
度
も
病
気
を
し
た
こ
と
が
な
い

と
い
う
人
も
お
り
、
又
病
気
を
か

か
え
つ
つ
も
元
気
に
活
躍
さ
れ
て

い
る
人
、
社
会
的
貢
献
を
な
さ
れ

て
い
る
方
等
、
元
気
な
方
々
ば
か

り
で
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

若
菜
会
の
存
在
意
義
は
駅
前
校

舎
時
代
に
あ
っ
た
の
で
、
手
形
山

に
移
っ
て
か
ら
は
、
そ
の
存
在
意

義
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
も

女
子
の
親
睦
団
体
と
し
て
存
続
さ

せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
満
場
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。
た
だ
、
今
ま

で
の
よ
う
な
や
り
方
で
は
当
番
幹

事
が
難
儀
を
す
る
と
い
う
の
で
、

次
回
か
ら
は
、
出
欠
は
各
学
年
の

幹
事
が
と
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
次
回
は
二
年
後
四
十
一

年
卒
が
幹
事
と
な
り
、
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

︵
昭
和
四
十
年
卒
　

吉
田
　
慶
子
　
記
︶

陸
上
競
技
部
が
昨
年
か
ら
始
め

た
﹁
Ｏ
Ｂ
会
の
新
会
員
入
会
式
﹂。

二
年
目
の
今
年
は
二
月
二
日
に
同

窓
会
館
﹁
羽
城
館
﹂
の
資
料
室
を

会
場
に
行
わ
れ
た
。

三
船
会
長
の
歓
迎
の
挨
拶
の
あ

と
新
入
会
員
一
人
一
人
の
姓
名
と

専
門
競
技
、
活
動
内
容
な
ど
が
紹

介
さ
れ
た
。

続
い
て
記
念
品
の
贈
呈
に
移
り

﹁
校
色
＝
紫
色
の
襷
﹂
＝
熊
谷
事

務
局
長
の
ア
イ
デ
ア
︶
＝
と
今
年

度
の
部
員
会
員
の
﹁
額
入
り
集
合

写
真
﹂
が
、
三
船
会
長
か
ら
新
会

員
一
人
一
人
に
手
渡
さ
れ
た
。

最
後
に
新
入
会
員
の
今
後
に
期

待
し
て
、
全
員
で
記
念
撮
影
を
し

た
。
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女
子
親
睦
団
体
と
し
て
存
続

若
菜
会
、七
年
ぶ
り
開
く

校
色
・
紫
の
襷
と

集
合
写
真
を
贈
る

陸
上
Ｏ
Ｂ
会
　
入
会
式

「つどい」の編集方針について（お知らせとお願い）
一
、﹁
つ
ど
い
﹂
の
記

事
は
写
真
を
中
心
に

し
て
、
説
明
文
は
な

る
べ
く
短
く
し
て
下

さ
い
。

二
、
説
明
文
や
出
席
者

名
簿
な
ど
の
取
り
扱

い
は
、
編
集
委
員
会

︵
広
報
委
員
︶
に
お

任
せ
下
さ
い
。

三
、
締
切
に
間
に
合
っ

た
原
稿
は
で
き
る
だ

け
全
部
掲
載
す
る
よ

う
に
努
め
ま
す
が
、

﹁
つ
ど
い
﹂
の
寄
稿

は
毎
回
数
が
多
く
、

編
集
の
都
合
上
次
号

に
回
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
な
お
締
切
は
、

夏
季
号
は
六
月
上
旬
、

新
年
号
は
十
一
月
下

旬
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。


